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本
書
は
、
戦
前
に
外
相
、
戦
後
に
首
相
を
務
め
た
外
交
官
・
政
治
家
、

幣
原
喜
重
郎
（
一
八
七
二
～
一
九
五
一
年
）
の
評
伝
で
あ
る
。
一
次
史
料

の
広
範
な
調
査
・
分
析
に
基
づ
く
学
術
的
な
幣
原
の
評
伝
と
し
て
は
、
す

で
に
服
部
龍
二
氏
に
よ
る
『
幣
原
喜
重
郎
と
二
十
世
紀
の
日
本
―
外
交
と

民
主
主
義
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
（
同
書
は
そ
の
後
、『
増

補
版　

幣
原
喜
重
郎
―
外
交
と
民
主
主
義
』
吉
田
書
店
、
二
〇
一
七
年
と

し
て
再
刊
）。
本
書
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
熊
本
史
雄
氏
の
『
幣

原
喜
重
郎
（
中
公
新
書
）』（
中
央
公
論
新
社
）
と
と
も
に
、
幣
原
喜
重
郎

研
究
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
も
の
と
い
え
る
。

　

ま
ず
、
本
書
の
内
容
を
そ
の
構
成
に
沿
っ
て
紹
介
し
た
い
。

　

最
初
に
「
は
し
が
き
」
で
、
幣
原
に
つ
い
て
は
、
平
和
主
義
者
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
先
行
し
て
、
そ
の
実
像
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
と

指
摘
さ
れ
る
。そ
こ
で
、最
新
の
研
究
成
果
と
広
範
な
史
料
調
査
に
よ
り
、

幣
原
の
実
像
に
迫
る
と
す
る
。

　

第
一
章
・
第
二
章
で
は
、
幣
原
の
小
学
校
～
大
学
の
学
業
と
駆
け
出
し

の
外
交
官
時
代
、
そ
し
て
家
族
関
係
の
こ
と
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
幣

原
は
、
三
菱
財
閥
の
岩
崎
家
の
娘
と
結
婚
し
た
が
、
職
務
で
は
門
閥
や
縁

故
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
勤
勉
で
公
正
で
あ
ろ
う
と
し
た
と
い
う
。

　

第
三
章
で
は
、
幣
原
の
外
交
官
修
業
時
代
と
、
外
務
次
官
、
駐
米
大
使

時
代
の
働
き
が
跡
づ
け
ら
れ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
中
～
大
戦
後
に
、
幣

原
は
外
務
次
官
と
し
て
外
務
省
内
で
影
響
力
を
伸
ば
し
た
。外
務
省
で
は
、

中
国
へ
の
干
渉
政
策
の
傾
向
が
強
い
「
中
国
通
」
が
主
流
か
ら
外
れ
る
一

方
、「
国
際
法
に
強
い
幣
原
型
」
や
「
通
商
畑
の
知
米
派
」
が
重
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
幣
原
は
駐
米
大
使
、
さ
ら

に
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
全
権
と
し
て
、
新
外
交
に
呼
応
す
る
姿
勢
を
示
し
、

平
和
主
義
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
幣
原
は
、
満
蒙
権
益

の
擁
護
に
努
め
る
な
ど
、
あ
く
ま
で
国
益
第
一
の
現
実
主
義
に
基
づ
い
て

行
動
し
、
そ
こ
に
は
二
面
性
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

第
四
章
で
は
、
第
一
次
幣
原
外
交
の
展
開
と
、
加
え
て
田
中
外
交
に
対

す
る
幣
原
の
姿
勢
が
検
討
さ
れ
る
。
幣
原
外
交
は
中
国
内
政
不
干
渉
政
策

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
一
方
で
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る
範
囲
で
満
蒙
権
益
擁

護
の
手
段
を
尽
く
し
た
。中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
に
対
し
て
は
、
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幣
原
外
交
は
そ
の
穏
健
化
を
促
す
べ
く
、
一
貫
性
と
一
定
の
融
通
性
を

も
っ
て
、ま
た
中
国
の
政
治
情
勢
の
冷
静
な
分
析
に
基
づ
い
て
対
応
し
た
。

幣
原
の
実
像
は
、
理
想
主
義
的
な
平
和
主
義
者
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
異

な
り
、
現
実
主
義
者
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
国
際
連
盟
政
策
で
も
、
先
述
の

二
面
性
が
見
ら
れ
た
。
一
方
、
田
中
外
交
に
対
し
て
は
、
幣
原
は
批
判
を

展
開
し
た
も
の
の
、政
党
間
の
政
争
と
は
一
線
を
画
し
た
と
評
価
さ
れ
る
。

　

第
五
章
で
は
、
満
州
事
変
へ
の
対
応
を
中
心
に
、
第
二
次
幣
原
外
交
の

展
開
が
検
討
さ
れ
る
。
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
締
結
の
政
治
問
題
化
、

さ
ら
に
満
蒙
問
題
の
浮
上
で
、
幣
原
外
交
に
対
す
る
国
内
の
支
持
は
低
下

し
て
い
く
。
た
だ
し
外
務
省
内
で
は
、
幣
原
は
主
要
ポ
ス
ト
を
自
ら
が
信

頼
す
る
部
下
で
固
め
た
。
前
章
と
合
わ
せ
て
、
二
度
の
外
相
期
を
通
じ
、

先
述
の
幣
原
型
や
知
米
派
が
重
用
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
満
州
事
変
に

際
し
て
は
、
幣
原
は
陸
軍
の
強
硬
論
に
譲
歩
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら
、

国
際
連
盟
や
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
妥
協
点
を
見
出
そ
う
と
努
力
し
た
。
そ

れ
は
幣
原
の
国
際
的
名
声
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。

　

第
六
章
で
は
、
外
相
退
任
後
か
ら
太
平
洋
戦
争
敗
戦
ま
で
の
幣
原
の
在

野
時
代
が
跡
づ
け
ら
れ
る
。
幣
原
は
こ
の
時
期
、
隠
遁
生
活
を
送
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
英
米
派
・
和
平
派
と
し
て
活
動
す
る
吉
田
茂
な
ど
か
ら
し

ば
し
ば
外
交
問
題
に
関
す
る
助
力
や
提
言
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
応
じ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

第
七
章
で
は
、
戦
後
の
新
憲
法
制
定
過
程
を
中
心
に
、
幣
原
の
首
相
時

代
が
描
か
れ
る
。
幣
原
は
、
神
話
的
要
素
を
含
む
旧
来
の
天
皇
制
を
守
ろ

う
と
し
た
。
だ
が
、
人
民
主
権
・
象
徴
天
皇
制
を
打
ち
出
す
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
新

憲
法
草
案
に
直
面
し
て
、
幣
原
は
天
皇
制
を
何
と
か
維
持
す
る
た
め
に
や

む
な
く
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
。
憲
法
九
条
幣
原
発
案
説
に
つ
い
て
は
、
幣

原
が
考
え
た
の
は
、
対
外
的
ア
ピ
ー
ル
戦
術
と
し
て
戦
争
放
棄
の
声
明
を

行
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
、
明
確
に
否
定
さ
れ
る
。
な
お
、
次
章
と

合
わ
せ
て
、
幣
原
は
旧
政
府
・
軍
指
導
者
の
戦
争
責
任
の
追
及
に
否
定
的

で
、
東
京
裁
判
に
も
非
協
力
的
だ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。

　

第
八
章
で
は
、
晩
年
の
幣
原
の
政
治
活
動
が
検
討
さ
れ
る
。
幣
原
は
旧

来
の
伝
統
的
価
値
観
を
擁
護
し
、
保
守
派
と
し
て
中
道
派
や
革
新
勢
力
と

対
立
し
た
。講
和
問
題
に
関
し
て
は
、幣
原
は
表
向
き
の
平
和
主
義
ア
ピ
ー

ル
の
一
方
で
、
日
本
の
安
全
保
障
を
現
実
主
義
的
に
考
え
、
多
数
講
和
や

米
軍
の
日
本
駐
留
を
支
持
し
た
。
た
だ
し
幣
原
は
、
講
和
問
題
が
政
争
の

具
と
な
る
事
態
を
懸
念
し
、
与
野
党
の
対
話
と
協
力
を
目
指
す
超
党
派
外

交
を
推
進
し
た
。
他
方
こ
の
時
期
に
、
憲
法
九
条
幣
原
発
案
説
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
、
幣
原
は
大
局
的
見
地
か
ら
そ
れ
に
従
わ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
の
推
論
が
示
さ
れ
る
。

　

第
九
章
は
、
最
後
の
ま
と
め
で
あ
る
。
第
一
に
幣
原
は
、
国
際
法
畑
の

キ
ャ
リ
ア
か
ら
、
国
際
協
調
主
義
・
平
和
主
義
の
理
想
に
共
鳴
し
た
。
そ
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の
一
方
で
第
二
に
、
幣
原
の
外
交
指
導
者
・
政
治
家
と
し
て
の
政
策
・
行

動
は
、
理
念
先
行
で
は
な
く
、
一
貫
し
て
現
実
主
義
に
基
づ
く
も
の
だ
っ

た
。
そ
し
て
第
三
に
、
幣
原
は
つ
ね
に
国
家
本
位
で
物
事
を
考
え
、
生
涯

を
通
し
て
国
家
の
た
め
に
尽
く
し
た
と
結
論
さ
れ
る
。

　

次
に
、
本
書
の
評
価
に
関
し
て
若
干
の
卑
見
を
述
べ
た
い
。

　

本
書
の
最
大
の
特
長
は
、
最
近
公
開
さ
れ
た
原
史
料
や
対
象
時
期
が
長

期
に
わ
た
る
新
聞
資
料
を
含
め
て
、
国
内
の
史
料
を
博
捜
し
て
い
る
点
に

あ
る
。
ま
た
、
特
に
外
交
史
料
に
つ
い
て
は
、
書
き
込
み
や
修
正
、
電
報

の
発
着
時
間
に
着
目
す
る
な
ど
、
精
緻
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
本
書
に

は
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
写
真
が
多
数
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
著
者
の
こ
だ
わ

り
が
感
じ
ら
れ
る
。
な
お
海
外
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
中
国
な
ど
の
公
刊

史
料
が
少
し
使
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
限
定
的
な
活
用
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
国
内
史
料
の
博
捜
・
精
査
の
成
果
と
し
て
第
一
に
、
本
書

は
評
伝
と
し
て
、
幣
原
の
人
物
像
を
描
き
出
す
こ
と
に
一
定
程
度
成
功
し

て
い
る
。
口
絵
で
「
公
直
無
私
」
と
い
う
幣
原
の
書
が
、「
幣
原
ら
し
い

言
葉
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
非
常
に
印
象
的
で
あ
る
。
本
書
で

は
幣
原
の
生
涯
に
関
し
て
、
興
味
深
い
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
点

も
少
な
く
な
い
。
ま
た
関
連
史
料
が
限
ら
れ
る
中
で
、
妻
子
を
は
じ
め
と

す
る
家
族
と
の
関
係
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
評
価
さ
れ
る
。

　

第
二
の
成
果
と
し
て
本
書
は
、
日
本
近
現
代
史
（
日
本
政
治
外
交
史
）

研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
貢
献
を
含
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
満
州
事
変
時

の
外
交
過
程
と
、
戦
後
の
新
憲
法
制
定
過
程
に
つ
い
て
は
緻
密
な
分
析
が

行
わ
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
論
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

憲
法
九
条
幣
原
発
案
説
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
に
関
し

て
も
、
掘
り
下
げ
た
分
析
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
本
書
で
気
に
な
っ
た
点
も
指
摘
し
て
お
く
。
本
書
で
は
、
幣
原

の
外
交
指
導
や
政
治
活
動
が
し
ば
し
ば
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
一
方
で
、
そ

れ
ら
を
取
り
巻
く
全
体
的
な
枠
組
み
が
十
分
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
幣

原
外
交
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関

係
や
日
本
外
交
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
に
関
す
る
体
系
的

な
説
明
が
、
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
戦
後
の
幣
原
の
政
治

活
動
に
つ
い
て
も
、
そ
の
前
提
と
な
る
占
領
期
の
日
本
政
治
の
全
体
的
な

構
図
や
流
れ
が
、
整
理
し
て
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
幣
原
の

外
交
指
導
や
政
治
活
動
が
、
こ
う
し
た
全
体
的
な
枠
組
み
の
中
に
位
置
づ

け
て
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
に
お
け
る
個
々
の
政
策

や
行
動
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
流
れ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
や
重
要
性

を
も
ち
、
ま
た
ど
れ
ほ
ど
の
妥
当
性
を
有
す
る
も
の
だ
っ
た
の
か
が
、
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
は
ま
た
、
幣
原
の
外
交
指
導
や
政
治
活
動
の
全
体
像
が
、
明
瞭
に
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描
き
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
本
書
で
は
、
幣
原
の
外
交
指

導
や
政
治
活
動
に
つ
い
て
、
一
貫
し
て
現
実
主
義
に
基
づ
く
も
の
だ
っ
た

と
い
さ
さ
か
一
本
調
子
に
総
括
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
幣
原
が
、
平
和
主
義

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
戦
術
を
活
用
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
理
想
を
言
え
ば
、
幣
原
の
外
交
指
導
や
政
治
活
動
の
全
体
像
を

捉
え
た
上
で
、
も
う
少
し
深
い
レ
ベ
ル
で
そ
れ
ら
の
特
質
や
根
底
に
あ
る

考
え
方
、
さ
ら
に
は
時
期
に
よ
る
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
は
あ
く
ま
で
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
さ
ら
に
評
者
自
身
が
幣
原
外

交
の
研
究
に
従
事
す
る
た
め
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
。
ぜ
ひ
本
書
を
自
ら
手
に
取
っ
て
一
読
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

（
四
六
判
、
三
五
二
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
、
定
価

二
四
〇
〇
円
＋
税
）


